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第１０８回　月例会概要

　（１）事業経過報告等････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演「内航海運における船員不足とその経済的影響の推計」

 　　　　　 神戸大学大学院海事科学研究科

　　　　　　　　 准教授　　石黒　一彦　氏

 

第１０９回　月例会概要

　（１）事業経過報告等････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演 「船の自動運転技術開発スタートアップ　エイトノットのこれまで        

             の歩みと今後の展望」

　　　　　　　株式会社エイトノット

　　　　　　　　代表取締役ＣＥＯ　　木村　裕人　氏

　

事　業　報　告

令和６年度近畿･四国地方海難防止強調運動推進連絡会議･･･････････････････

会　務　報　告

第１０９回業務運営会議･････････････････････････････････････････････････

第１１０回業務運営会議･････････････････････････････････････････････････

第３７回通常理事会････････････････････････････････････････････････････

第１３回定時総会･･････････････････････････････････････････････････････

　第３８回通常理事会････････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

第２１回　来島海峡航路の航法改正に関する一考･･････････････････････････

　

事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････

お知らせ････････････････････････････････････････････････････････････････････

　・令和６年度　海の事故ゼロキャンペーン
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第１０８回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和６年４月２５日（木）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　３１名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　神戸大学大学院海事科学研究科 准教授　石黒 一彦氏により「内航海運におけ

　　　　る船員不足とその経済的影響の推計」と題し、講演が行われた。
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≪第１０８回月例会講演資料≫
　　

内航海運における船員不足とその経済的影響の推移

　　　　 　

　　
 

講師　神戸大学大学院海事科学研究科　　　　

 準教授　石　黒　一　彦　氏



－3－



－4－



－5－



－6－



－7－



－8－



－9－

第１０９回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和６年５月２７日（月）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市中央区文化センター10階　1001-1002会議室

３　出　席　者　　２７名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　株式会社エイトノット 代表取締役ＣＥＯ　木村 裕人氏により「船の自動運

　　　　転技術開発スタートアップ　エイトノットのこれまでの歩みと今後の展望」と

　　　　題し、講演が行われた。
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≪第１０９回月例会講演資料≫
　　

船の自動運転技術開発スタートアップ　エイトノットの

これまでの歩みと今後の展望

　　　　 　

　　
 

講師　株式会社エイトノット 　　　　　　　　
 代表取締役ＣＥＯ　木　村 裕　人　氏
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事 業 報 告
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令和６年度近畿・四国地方海難防止強調運動推進連絡会議

１　日　　　時　　令和６年６月６日（木）１４：３０～１５：２０

２　場　　　所　　神戸第二地方合同庁舎　９階　事案対策室　

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　挨　　　拶　　公益社団法人 神戸海難防止研究会　会長　大泉　　勝

　　　　　　　　　第五管区海上保安本部長代理 交通部長　　伊藤　智人　様

５　議　　　題　　

　　（１）令和５年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実施結果について

　　（２）令和５年の近畿・四国地方における海難発生状況について

　　（３）令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実施計画について

     (４) その他

　　　　　①　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン関連啓発物品等に　

　　　　　　　ついて

　　　　　②　令和６年度近畿・四国地方海における事故ゼロキャンペーン実施結果報告

　　　　　　　について

６　資　　　料

　　（１）配布資料１－１　令和５年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実施

　　　　　　　　　　　　結果(概要)

　　　　　　　　　１－２　令和５年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実施　

　　　　　　　　　　　　結果(報告)

　　（２）配布資料２　　　令和５年の近畿・四国地方における海難発生状況

　　（３）配布資料３－１　令和６年度海の事故ゼロキャンペーン実施計画

                          (全国海難防止強調運動実行委員会）

　　　　　　　　　３－２　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実施　

　　　　　　　　　　　　計画(案）

　 　(４) 配布資料４－１　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン関連啓

　　　　　　　　　　　　発物品等

　　　　　　　　　４－２　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーンポスタ

　　　　　　　　　　　　ー等配布予定数量表

                 ４－３－１　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャンペーン実

　　　　　　　　　　　　　　施結果の報告について（お願い）

                 ４－３－２　別添様式　令和６年度近畿・四国地方海の事故ゼロキャ

　　　　　　　　　　　　　　ンペーン実施結果報告書

　 　(５) 配布資料　参考資料　全国海難防止強調運動基本計画
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７　議 事 概 要

　　事務局より出欠状況の報告、資料確認の後、（公社）神戸海難防止研究会 大泉 勝 会 

　長の挨拶があり、引き続き、第五管区海上保安本部 伊藤 智人 交通部長の挨拶が行わ

　れた。

　　次に事務局及び第五管区海上保安本部から資料（案）の説明が行われた。

　　１）議題（１）について、事務局から説明を行った。

　　２）議題（２）について、第五管区海上保安本部 清水 景平 交通部安全対策課安全対

　　　策調整官から説明された。

　　３）議題（３）について、事務局から説明を行った。令和６年度近畿・四国地方海難

　　　防止強調運動実施計画（案）は了承された。

以　上　
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別紙

令和６年度近畿・四国地方海難防止強調運動推進連絡会議

出　席　者　名　簿（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　はＷeb出席者、　　　　は欠席者

構　成　員　　長谷川　朋　弘　　近畿地方整備局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　港湾空港部　補償管理官　安倍　毅）

　　〃　　　　佐々木　淑　充　　四国地方整備局長

　　〃　　　　日　笠　弥三郎　　近畿運輸局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　海上安全環境部　海事保安・事故対策調整官　

　　〃　　　　臼　井　謙　彰　　神戸運輸監理部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　海上安全環境部　調整官　熊澤　哲也）

　　〃　　　　河　野　　　順　　四国運輸局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　海上安全環境部　首席運航労務管理官　川西

　　〃　　　　榊　原　茂　記　　大阪管区気象台長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　気象防災部　気候変動・海洋情報調整官　和

　　〃　　　　大　北　直　明　　神戸地方海難審判所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(同席　書記官　今村　文昭）

　　〃　　　　沖　　　竜　嗣　　運輸安全委員会事務局神戸事務所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事故調査調整官　竹部　孝幸）

　　〃　　　　金　子　守　男　　水産庁瀬戸内海漁業調整事務所長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　資源課長　中村　拓郎）

　　〃　　　　中　村　紳　也　　一般社団法人 日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　総務部長　清水　昌幸）

　　〃　　　　宮　　　昭　久　　公益社団法人 関西小型船安全協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事務局員　西尾　冨美子）

　　〃　　　　田　渕　訓　生　　全国内航タンカー海運組合関西支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事務局長　上村　良）

　　〃　　　　香　林　大　介　　全国内航タンカー海運組合薬槽船支部支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事務局長　四宮　栄一郎）

　　〃　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　業務部海務課係長　野口　拓己）

　　〃　　　　山　田　哲　也　　大阪湾水先区水先人会会長

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

西岡　隆）

俊徳）

田　晃）
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構　成　員　　牛　奥　博　俊　　近畿旅客船協会会長

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　〃　　　　清　水　一　郎　　四国旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　専務理事　大矢　浩一）

　　〃　　　　石　田　竜　也　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　業務委員　阪本　克己）

　　〃　　　　浦　　　隆　幸　　全日本海員組合関西地方支部支部長

　　〃　　　　除　補　　　修　　全日本海員組合中国・四国地方支部支部長

　　〃　　　　鎌　田　一　郎　　大阪湾広域臨海環境整備センター常務理事

　　〃　　　　亀　田　眞　史　　ＰＷ安全協会関西地方本部本部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事務局　土居　武志）

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船㈱関西支店調査役

　　〃　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船㈱関西支店副支店長・海務監督

　　〃　　　　富　山　　　茂　　㈱商船三井海上安全部部長代理

　　〃　　　　服　部　真　樹　　第五管区海上保安本部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　交通部長　伊藤　智人）

　　〃　　　　寄　神　茂　之　　公益財団法人海上保安協会神戸地方本部本部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　事務局長　大待　雄治郎）

　　〃　　　　大　泉　　　勝　　公益社団法人神戸海難防止研究会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９機関中２６機関出席、参加人員２７名）

地区推進母体構成員

　　　　〃　　　　大阪地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　大阪海上保安監部 航行安全課長　新妻　玲子）

　　　　　　　　　(同席　大阪海上保安監部航航行安全課第一海務係　繁田　絹子）

　　　　〃　　　　兵庫県阪神淡路地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　神戸海上保安部 航行安全課長　北村　友佐）

　　　　〃　　　　播磨地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　姫路海上保安部 交通課長　田川　元嗣）

　　　　〃　　　　和歌山北部地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　和歌山海上保安部 交通課長　赤木　英富美）

　　　　〃　　　　紀南地区海上安全対策協議会会長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　田辺海上保安部 交通課長　石塚　哲夫）

　　　　〃　　　　徳島地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　徳島海上保安部 交通課長　野口　健太郎）

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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　　　　〃　　　　高知地区海難防止強調運動推進連絡会議議長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者　高知海上保安部 交通課長　八幡　恭典）

　　　　〃　　　　大阪湾海上交通センター所長

　　　　　　　　　(代理　実務責任者  運用管制課長　遠藤　富士穂）

（８機関中８機関出席、参加人員９名）

　　　　　　　　　　　　＊　出席推進連絡会議構成員　２９団体中　２６団体　２７名

　　　　　　　　　　　＊　地区推進母体構成員　　　８団体中　　８団体　　９名

計　３７団体中　３４団体　３６名

事　務　局　公益社団法人　神戸海難防止研究会　　　　　専務理事　奥原　徳男

　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　研究部長　渡川　　明

　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　　　情報システム管理部長　藤原　　昇

　　〃　　　公益財団法人　海上保安協会神戸地方本部　　事務局長　大待　雄治郎

（参加人員　３名）

第五管区海上保安本部同席者

　　　警備救難部救難課課長補佐　　　　　　　　　　箕輪　周一

　　　交通部企画調整官　　　　　　　　　　　　　　土居　健治

　　　交通部安全対策課長　　　　　　　　　　　　　海野　勝彦

　　　　〃　　　〃　　安全対策調整官　　　　　　　清水　景平

　　　　〃　航行安全課長　　　　　　　　　　　　　岸原　　司

　　　　〃　　　〃　　専門官　　　　　　　　　　　上原　干城

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加人員　６名）

（総参加人員数４５名）

Ｗ

Ｗ

（再掲）





会 務 報 告



－27－

第１０９回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年４月２４日（水）１２:００～１２:４０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略） 　　は欠席者

　　　　　　　　　　　大  泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井筒　毅　副会長)

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　 〃 　　　　増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店調査役

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）理事会等の開催について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　理事会等の開催について

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）理事会等の開催につ

　　いて説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）その他について、次回の業務

　　運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

　以　上　

議 長
代 表 理 事
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第１１０回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和６年５月１５日（水）１２:００～１２:４０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　（順不同・敬称略）

　　　　　　　　　　　大  泉　　　勝　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　石  田　廣  史　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　望  月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　末　岡　民　行　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　中　村　紳　也　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　太田　正紀　理事)

　　　　　 〃 　　　　増　子　祐　司　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　富山　茂　海上安全部部長代理)

　　　　　 〃 　　　　岡　本　龍　太　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店調査役

　　　　　 〃 　　　　葛　西　正　記　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）理事会及び総会の開催について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　理事会及び総会の開催について

６　議 事 概 要

　　　大泉議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）理事会及び総会の

　　開催について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）その他について、

　　次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

　以　上　

議 長
代 表 理 事
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３７回通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和６年５月２１日（水）１１時１２分から１２時０５分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル４階海王の間

３　理　事　数　　１７名

　　出 席 理 事　　１１名　

　　　大　泉　　　勝　　　石　田　廣　史　　　望　月　　　誠　　　奥　原　德　男

　　　末　岡　民　行　　　坪　上　浩　治　　  大　東　洋　治　　　幡　中　宣　夫

　　　近　藤　宏　一　　　村　岡　　　博　　　德　丸　健　嗣　　　

４　監　事　数　　３名

　　出 席 監 事　　２名　　

　　　葛　西　正　記　　　渡　邉　康　夫

５　議　　　案

　　　第１号議案　令和５年度事業報告及び決算について

　　　第２号議案　第１３回定時総会の開催について

　　　第３号議案　規程の一部改正について

　　　第４号議案　入会申し込み承認について

　　　第５号議案　その他

　

６　報 告 事 項

　　代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について

７　議事の経過概要及びその結果

　　　１１時１２分に開会、事務局から本日の出席理事は１１名で理事総数の過半数に達し

ており、定款第４２条（定足数）の規定により本理事会が成立する旨報告した。

 定款第４１条の規定に基づき大泉会長が議長となり、挨拶を行った後、本日の議事

　　録の署名について定款第４５条に基づき、代表理事の大泉勝会長と出席監事の葛西正記

　　氏及び渡邉康夫氏が行うこととして議事の審議に入った。

○　第１号議案　令和５年度事業報告及び決算について

 事務局から令和５年度事業報告及び決算について、資料１に基づき説明を行った。

　　　次いで、渡邉監事から令和６年４月２３日に監査を実施した結果、財産、会計及び業
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　　務の執行状況について、適正、正確であった旨の監査報告が行われた後、議長が質疑  

　　の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決され

　　た。

○　第２号議案　第１３回定時総会の開催について

　　　事務局から第１３回定時総会の開催について、資料２に基づき説明を行った後、議長

　　が質疑の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可

　　決された。

○　第３号議案　規程の一部改正について

　　　事務局から規程の一部改正について、資料３に基づき説明を行った後、議長が質疑

　　の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決され

　　た。

　

○　第４号議案　入会申し込み承認について

　　　事務局から入会申し込み承認について、資料４に基づき説明を行った後、議長が質

　　疑の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決さ

　　れた。

　

○　第５号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言をもとめたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について、

　　席上配付の資料５に基づき奥原専務理事から報告がなされた。

　　　議長が質疑の有無を確認したところ、議場からの発言はなかった。

　　　以上をもって、議長は本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１２時０５分に閉

　　会した。

　　　以上、この議事録が正確であることを証するため、出席した代表理事及び監事は記

　　名押印する。
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　　　　　　　　　　　　令和６年５月２１日

 

　　　　　　　　　　　　　代表理事　　　　大　　泉　　　　　勝

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　渡　　邉　　康　　夫

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　葛　　西　　正　　記
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第１３回　定時総会議事録

１　日　　　時　　令和６年６月１９日（水）　　　１６時００分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時４１分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　４階瑞天東の間

３　正会員総数　　１０９名

４　出席正会員数　　９８名

　　うち、出席者４６名、書面表決賛成者５０名、表決委任者２名

５　出 席 理 事 　１１名　

 大　泉　　　勝　　　石　田　廣　史　　　望　月　　　誠　　　奥　原　德　男

 村　岡　　　博　　　末　岡　民　行　　　大　東　洋　治　　　德　丸　健　嗣

 中　村　紳　也　　　坪　上　浩　治　　　近　藤　宏　一　　　

６　出 席 幹 事 　３名　　

 芝　本　　　明　　　渡　邉　康　夫　　　葛　西　正　記

７　議　　　案

 第１号議案　令和５年度事業報告及び決算について

 第２号議案　役員（理事）の選任について

 第３号議案　その他

８　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時００分に開会

　　　事務局から本日の出席正会員は９８名であり、正会員総数１０９名の過半数を超えて

　　いるので、定款第２１条の規定により本総会が成立する旨報告が行われた。

　　　次いで、総会の開会にあたり大泉会長から挨拶が行われた。

　　　事務局は、定款第１９条の規定に従い議長の選任を議場に諮った結果、大泉会長が選

　　ばれて議長になった。

　　　議長は、議事録署名人について議場に諮り、出席会員の中から議長の大泉　勝氏、

　　奥原　德男氏及び葛西　正記氏を選任し、議案の審議に入った。
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○　第１号議案　令和５年度事業報告及び決算について

　　　事務局から令和５年度事業報告及び決算について、資料１に基づいて説明が行われ

　　た。

　　　次いで、渡邉監事が令和６年４月２３日に監査を実施した結果、財産、会計及び業務

　　の執行状況について、適正、正確であった旨の監査報告が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第２号議案　役員（理事）の選任について

　　　事務局から現在就任中の理事の任期は、本年度定時総会までとなっており（補欠理

　　事を含む）、理事１８名が本日開催の第１３回定時総会の議決によって選任される旨の

　　説明後、資料２に基づいて新理事及び重任を依頼している理事について説明を行うと

　　ともに定款第３２条の理事任期について説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第３号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言を求めたところ、事務局から他に議案はないと報告

　　が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　

　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時４１分に閉会し

　　た。

　　　　　　　　　　　　令和６年６月１９日

 

　　　　　　　　　　　　　議　　　　長　　　　大　　泉　　　　　勝

　　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　　　奥　　原　　德　　男

　　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　　　葛　　西　　正　　記
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総会の模様
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３８回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和６年６月１９日（水）　　　　１６時４５分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７時０１分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　４階瑞天東の間

３　理　事　数　　１８名

　　出 席 理 事　　１６名

　　　堀　　  眞　琴　　大  泉　　  勝　　石  田　廣  史　　末　岡　民　行

　　　小  林　靖  匡　　奥  原　德  男　　山  田　哲  也　　中  村　紳  也

　　　大  東　洋  治　　坪  上　浩  治　　近  藤　宏  一　　松  島　義  樹

　　　德  丸　健  嗣　　増  子　祐  司　　三  原　重  輝　　安  岡　正  雄

４　　幹 事 数 　３名　

　　　出席監事　３名　

 芝　本　　　明　　渡　邉　康　夫　　葛　西　正　記　

５　議　　　案

 第１号議案　代表理事会長、副会長及び業務執行理事の選定について

 第２号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

 第３号議案　入会申し込みの承認について

 第４号議案　常勤役員等の退職慰労金について

 第５号議案　その他

６　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時４５分に開会、事務局から本日の出席理事は、１６名で理事総数１８名の過半 

　　数に達しており、定款第４２条（定足数）の規定により本理事会が成立する旨報告し

　　た。

　　　定款第４１条の規定に基づき会長が議長となり議事の審議に入るところであるが、

本通常理事会は理事全員改選直後の理事会に当たることから、理事会運営規程第６

条第２項後段の規定により議長の推薦等を議場に諮ったところ、事務局が推薦した

堀理事が選任され、本日の議事録署名人に関して定款第４５条に基づき、代表理事
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　　の大泉　勝理事及び本日の第１号議案において代表理事に選任された方と出席監事の

　　芝本　明氏、渡邉　康夫氏及び葛西　正記氏にお願いして議事の審議に入った。

○　第１号議案　代表理事会長、副会長及び業務執行理事の選定について

　　　第１３回定時総会において、理事１８名の選任が了承されたことから、事務局から資

　　料１により定款第２７条に基づき、代表理事会長、副会長及び業務執行理事の選定につ

　　いて、説明が行われた。

　　　また、代表理事会長について、本年４月１９日に役員候補者評価委員会を開催し、同

　　委員会から適任である旨の評価を得たことを報告した。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第２号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

　　　第１３回定時総会において、理事全員の選任が了承されたことから、事務局から資料

　　２により業務運営会議規程第３条第２項に基づき、業務運営会議構成員として資料２

　　のとおり委嘱することの同意を求めたい旨の説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第３議案　入会申込みの承認について

　　　事務局から入会希望者について資料３により説明するとともに、本会への入会は、定

　　款第８条第１項に基づき、理事会において入会の可否を決定する必要がある旨説明が

　　行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

○　第４号議案　常勤役員等の退職慰労金について

　　　事務局から資料４により退職する大泉前会長に役員等の報酬等及び費用に関する規

　　則第５条第３項に基づき、退職慰労金を支給する旨の説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

　

○　第５号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言をもとめたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。
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　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１７時０１分に閉会し

　　た。

　　　　　　　　　　　　令和６年６月１９日

                                                堀　　  　  眞　  琴　

　

　　　　　　　　　　　　　　代 表 理 事　　　　大　　泉　　　　　勝

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　芝　　本　　　　　明

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　渡　　邉　　康　　夫

　　　　　　　　　　　　　　監　　　　事 　葛　　西　　正　　記

議 長
代 表 理 事
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第２１回　来島海峡航路の航法改正に関する一考
　

　海上保安大学校名誉教授　　 

　　神戸大学リサーチフェロー　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　練習船で海洋博が開催されていた沖縄に入港した当時、車が右側通行をしており、アメ

リカ合衆国の占領統治のなごりを垣間見た気がした。沖縄は本土復帰後もしばらくは右側

通行が続いていたが、1978年7月30日に他の都道府県と同じ左側通行に変更となった。一夜

にして、「人は左、車は右」だったものが、「人は右、車は左」へと交通方法が変わった

ので、しばらくは交通事故や渋滞などの混乱が生じたという。

　さて、船舶交通の世界では行き会うときは左舷対左舷で航過するので右側通航となり、

また分離通航方式でも右側通航となっているが、航海の難所である瀬戸内海の来島海峡で

は潮流の南流時に左側通航が義務づけられている。つまり海上交通安全法に規定されてい

る来島海峡航路では、馬島の東側にある中水道や西側にある西水道を通航する際、いわゆ

る順中逆西の航法に従わなくてはならず、潮が順になるときは中水道を、逆になるときは

西水道を通航しなければならない。したがって南流時に関西方面から西航する際は西水道

を通航し、安芸灘方面から東航する際には中水道を通航するので、航路内では必然的に左

側通航となる。

　この珍しい通航方法である順中逆西の航法については、内海水道航行規則（昭和4年逓信

省令第3号）で法制化されていたが、それ以前から航海者一般の常用航法として広く定着し

ていたようである。基本的には、船舶は潮に逆らって進む方が潮に流されながら進むより

は舵効きが良いので、操縦性能が良くなる逆潮の際には大きく屈曲して潮流も複雑な西水

道を通航し、順潮の際には比較的まっすぐな中水道を通航するという航法は理に適ったも

のになっている。しかしながら、この航法では馬島のある航路中央付近では一定の合理性

があるものの、南流時には、どこかで左側通航から世界標準の右側通航に戻らなければな

らないので、航路の出入口付近で交通流が交差するという問題や、転流時における通航す

べき航路の切り替えのタイミングが難しいという問題など、従来から航法そのものに包含

される潜在的な危険が指摘されている。また、外国船の通航や海難・インシデントの増加

に鑑み、とりわけ外国人船長にとっての通航方法の難解さは気になるところである。

　1998年に来島海峡海上交通センターが整備された後、海難は減少しているものの、依然

として順中逆西の航法を見直して南流時も右側通航にすべきであるという意見は根強く、

過去において航法の見直しを検討したことがあった。潮流によって通航すべき航路が変わ

るという複雑な航法が、来島海峡を東航するときは常に西水道、西航するときは常に中水

道とするシンプルなルールに変更されれば、転流時にも迷うことなく水道に進入すること

ができ、左側通航から右側通航に移行する際の交差もなくなるので、一般の船舶に限って

船 舶 交 通 随 感
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いえば安全性が高まるのではないかと思われる。また近年は科学技術の発達による新たな

機器が装備され、船舶性能や航海計器の性能が向上し、航行援助施設も充実してきており、

順中逆西の航法が成立した時代と比べて航路を取り巻く環境が大きく変わったという指摘

もある。

　しかしながら、以前からいわれていたことではあるが、常時右側通航の航法にすれば、

相対的に操縦性能の悪い巨大船が東航する際に今まで通航したことのない西水道を通過し

なければならず、例えば潮流の影響を大きく受ける時間帯での操船や屈曲が大きな海域で

の大変針が困難なのではないかという懸念が生じる。現行のルールでは、巨大船は昼間（日

出から日没までの間）の憩流時または弱順潮時に中水道を航行することになっており、西

水道の通航や急潮流での通航は未経験の領域となっている。ただ検証しようとしても巨大

船が西水道を航行する実船実験は不可能なので、過去には操船シミュレーターを使って、

水先人に操船していただいたことがある。その際、とりわけ小島東側の屈曲部では条件に

よっては巨大船が針路不安定になることがあり、経験豊富な水先人といえども操船に苦労

する局面があった。また操船シミュレーターでは標準的な巨大船モデルが使用されるが、

水先人が実際に嚮導する巨大船は舵効きなどの操縦性能がまちまちで、加えてシミュレー

ションでは他船交通が自船の操船に影響を及ぼさないという条件が設定されているので、

安全性に関する総合的な評価が難しかった記憶がある。

　一方、順中逆西の航法から常時右側通航への航法変更の議論とは別に、航路の形状の見

直しや種々の航行安全対策の検討も行われている。平成22年の法改正では、最低速力や追

越し禁止区間などが設定されたが、その具体的な数値や海域は安全性に関わる科学的な手

法と関係者の合意形成に基づいて客観的かつ公平的に決定された。最低速力については優

速条件ともいわれているが、船舶が潮流により押し流され、遅い速力により狭い海域を閉

塞させ、あるいは浅瀬に接近するなどの危険な状況に陥ることを防止するために必要であ

るとの共通認識のもと、各種のシミュレーションを実施し、安全性の確保を図りつつ、運

航の効率性も考慮して潮流の速力に4ノットを加えた速力としている。追越し禁止の具体的

な区間については、ファストタイムシミュレーション、海上交通流シミュレーション、ビ

ジュアル操船シミュレーションおよび階層分析法の手法による追越し制限の分析結果等か

ら導かれたと記憶している。これらの新たな航行安全対策は確かにリスク軽減につながっ

ているものの、ルールに絶対的かつ普遍的なものが存在しているわけではないので、海難

の有無にかかわらず継続的な事後評価が重要であると思われる。

　ところで来島海峡航路に関連する最近の動向であるが、船舶の航行を分離する経路が航

路西口の西方に新設されることとなった（令和6年7月1日施行）。現行のAISデータを分析

すると、航路西口海域を航行する船舶（西航船・東航船）は3方向に分岐しており、それら

の進路の変針ポイントと左側通航・右側通航切り替えに伴う進路の交差ポイントが略同一

海域となる例が多く、衝突の危険海域が存在していることがわかった。そこで通航船舶の

変針ポイントと交差ポイントが重ならないように、海上交通安全法第25条第2項に基づく経

路を指定したものである。抜本的な対策とはいえないまでも、世界的にみても珍しい航法

が残っている来島海峡の安全性は、徐々にではあるが高まっているといえよう。
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○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ６．４．１～Ｒ６．６．３０）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

　4.23

　4.24

　4.25

　5.15

　5.21

　5.27

　6. 5

　

　6. 6

　

　6.19

 〃 

      

　

（火）

（水）

（木）

（水）

（木）

（月）

（水）

（木）

（水）

〃

1530

1200

1500

1200

1112

1500

1400

1430

1600

1645

神戸海難防止研究会会議室

商船三井ビル会議室

神戸市中央区文化センター

商船三井ビル会議室

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

神戸市中央区文化センター

神戸第二地方合同庁舎

神戸第二地方合同庁舎

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

     〃

令和５年度業務・会計監査

第109回業務運営会議

第108回月例会

第110回業務運営会議

第37回通常理事会

第109回月例会

令和６年度 大阪湾・紀伊水道台風等対策協議

会総会（会議運営）

令和６年度 近畿・四国地方海難防止強調運動

推進連絡会議

第13回定時総会

第38回通常理事会
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○お知らせ

　■　令和６年度　海の事故ゼロキャンペーン　（７月１６日～３１日）
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